
 

令和４年７月１日発行 

【編集発行】 

自衛隊 

千葉地方協力本部 

募集課総括班 

千葉県千葉市稲毛区

轟町１－１－１７ 

043-251-7151 

千葉地本だより 令和４年７月１日   （１） 

千葉地本ホームページ 

第６号 

 

千
葉
地
本
は
、
令
和
３
年
度
通
算
で
約
５
０

０
名
の
方
々
を
入
隊
・入
校
ま
で
案
内
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

特
に
、
一
般
曹
候
補
生
及
び
自
衛
官
候
補

生
の
入
隊
予
定
者
に
対
し
令
和
４
年
３
月
２５

日
（金
）か
ら
４
月
８
日
（金
）ま
で
の
間
、
下

志
津
駐
屯
地
及
び
千
葉
地
本
本
部
に
お
い
て

入
隊
業
務
を
実
施
し
、
約
４
４
０
名
を
陸
海

空
の
各
教
育
隊
へ
送
り
届
け
ま
し
た
。 

 

入
隊
業
務
に
お
い
て
は
、
各
広
報
官
の
引
率

の
下
、
バ
ス
や
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
、
各

教
育
部
隊
へ
前
進
、
身
体
検
査
や
宣
誓
の
署

名
等
に
至
る
ま
で
、
東
部
方
面
総
監
部
及
び

各
教
育
隊
と
連
携
し
、
入
隊
予
定
者
の
行
動

を
支
援
し
ま
し
た
。  

 

令
和
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
入
隊
直
前
に
お

け
る
入
隊
予
定
者
に
対
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
２

週
間
に
及
ぶ
健
康
管
理
の
徹
底
及
び
着
隊
日

当
日
に
お
け
る
健
康
確
認
を
実
施
し
つ
つ
、

体
調
不
良
者
に
対
し
て
は
着
隊
日
の
再
設
定

の
調
整
等
の
処
置
を
実
施
し
て
、
入
隊
予
定

者
が
無
事
に
着
隊
で
き
る
よ
う
、
千
葉
地
本

一
同
、
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。 

 

入
隊
予
定
者
は
、
引
率
広
報
官
に
よ
り
着

隊
か
ら
入
隊
ま
で
の
行
動
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
記
念
撮
影
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
教
育
隊
へ
巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。 

 

最
初
は
緊
張
の
面
持
ち
で
受
付
に
来
た
各

入
隊
予
定
者
が
、
同
期
と
団
結
し
て
苦
難
を

乗
り
越
え
、
数
か
月
後
に
は
逞
し
く
成
長
し

た
姿
を
ご
家
族
及
び
母
校
の
恩
師
に
お
見
せ

で
き
る
よ
う
、
各
教
育
隊
で
健
闘
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
 

千葉地本Twitter 

入
隊
・入
校
者
の
声 

祝 
入
隊
・入
校 

【一
般
幹
部
候
補
生
】 

陸
曹
長 

中
山 

穂
高
（な
か
や
ま 

ほ
た
か
）  

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

浦
安
市
出
身 

 

幹
部
候
補
生
学
校
に
着
校
し
早
１
ヶ

月
、
目
ま
ぐ
る
し
い
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
教
育
は
今
ま
で
学
ん
だ
こ
と

の
無
い
内
容
が
多
く
分
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
が
、
同
期
と
励
ま
し
助
け

合
い
、
教
官
の
指
導
に
よ
り
自
分
で
も

成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
各

種
訓
練
が
控
え
て
い
ま
す
が
初
級
幹
部

と
し
て
の
資
質
を
涵
養
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

入
隊
・入
校 

 
 

 
 

お
め
で
と
う
！ 

【緊張の面持ちで受付をする入隊予定者】 

【出発前に女子力集結の記念撮影】 

【出発する入隊予定者の見送り】 

 

【教
育
隊
へ
前
進
す
る
前
の
記
念
撮
影
】 

【一
般
曹
候
補
生
】 

２
等
空
士 

板
谷 

ひ
よ
り (

い
た
や 

ひ
よ
り) 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長
生
村
出
身 

 
 

私
は
、
３
月
末
に
航
空
教
育
隊
第

１
教
育
群
防
府
南
基
地
に
入
隊
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
い
ろ

い
ろ
と
制
約
が
あ
る
状
況
で
の
教
育

で
は
あ
り
ま
す
が
、
前
向
き
な
気
持

ち
で
日
々
の
訓
練
等
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
教
育
期
間
中
に
自
衛
官
と

し
て
の
基
礎
を
し
っ
か
り
と
学
び
、
少

し
で
も
早
く
一
人
前
の
自
衛
官
に
な

れ
る
よ
う
に
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

【自
衛
官
候
補
生
】 

海
上
自
候
生 

大
堀 

鉄
平
（お
お
ほ
り 

て
っ
ぺ
い
）  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

木
更
津
市
出
身  

 
入
隊
し
て
か
ら
め
ま
ぐ
る
し
い
毎
日

を
送
っ
て
い
ま
す
。
私
は
全
寮
制
の
学

校
出
身
な
の
で
、
集
団
生
活
に
慣
れ
て

い
ま
す
が
、
体
力
面
で
大
変
だ
な
と
思

う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
今
は
自
衛

官
と
し
て
の
習
慣
に
慣
れ
よ
う
と
必
死

で
す
。
こ
れ
か
ら
自
衛
官
と
し
て
ま
た

一
社
会
人
と
し
て
身
を
引
き
締
め
て
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

（写
真
は
右
下
） 

【防
衛
大
学
校
】 

学
生 

吉
田 

千
景
（よ
し
だ 

ち
か
げ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

我
孫
子
市
出
身  

 
 

着
校
し
て
１
ヶ
月
が
経
ち
、
私
は
上

級
生
の
対
応
力
の
凄
さ
を
知
り
ま
し

た
。
新
生
活
で
体
調
不
良
に
な
る
人
が

多
い
中
、
す
ぐ
に
落
ち
着
い
て
対
応
し
て

い
る
姿
は
と
て
も
余
裕
が
あ
り
か
っ
こ

よ
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
は
今
ま
で
防
大

で
様
々
な
事
を
経
験
し
て
身
に
つ
い
た

力
だ
と
思
う
の
で
、
そ
う
な
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。  

【航
空
学
生
】 

２
等
空
士 

横
田
凛
太
郎
（よ
こ
た
り
ん
た
ろ
う
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
目
黒
区
出
身  

 
 

入
隊
後
は
多
忙
な
日
々
が
続
き
ま

す
が
、
同
期
と
助
け
合
い
な
が
ら
成
長

す
る
こ
と
の
で
き
る
生
活
は
充
実
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
航
空
学
生
出

身
の
先
輩
方
を
目
標
と
し
、
夢
で
あ

る
戦
闘
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
将
来
は

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
他
国
と
の

共
同
訓
練
に
参
加
し
、
幅
広
い
知
見

を
得
た
い
と
思
い
ま
す 

。  

方面優秀隊員表彰 

 

募
集
課
京
極
准
尉
（現
市
川
募
集
案
内
所
）は
、
２
月
１９
日
、
朝
霞

駐
屯
地
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
令
和
３
年
度
方
面
優
秀
隊
員
表
彰
式

で
、
募
集
係
長
と
し
て
の
功
績
に
よ
り
方
面
総
監
よ
り
表
彰
状
を
授

与
し
ま
し
た
。 

         

【受
賞
者
コ
メ
ン
ト
】 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
応
の
中
、
例
年
と
比
べ
、
規
模
は
縮
小

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
式
を
挙
行
し
て
頂
き
大
変
感

謝
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

方
面
優
秀
隊
員
表
彰
受
賞
に
あ
た
り
、
上
司
、
同
僚
、
後
輩

及
び
家
族
の
ご
指
導
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
受
賞
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
受
賞
の
重
み
を
認
識
し
、
更
な

る
部
隊
へ
の
貢
献
及
び
後
輩
等
の
育
成
に
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

【左より方面総監、京極准尉、方面最先任】 

 

本
部
長
祝
辞 

  

千
葉
地
方
協
力
本
部
長 

 
 

 

一
海
佐 

髙
橋 

秀
典 

  

今
年
、
自
衛
隊
に
入
隊
・入
校
し
た
皆
さ
ん
、
よ
う
こ
そ
自
衛
隊

へ
。
先
輩
自
衛
官
と
し
て
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
は
、
大
き
な
希
望
を
持
ち
自
衛
隊
に
入
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
慣
れ
な
い
自
衛
隊
で
の
生
活
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
新
し
い
世
界
へ

飛
び
込
む
の
で
す
か
ら
、
不
安
は
み
ん
な
が
持
っ
て
い
ま
す
。  

 
 

自
分
だ
け
が
不
安
を
抱
え
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

私
も
３０

年
前
、
バ
ッ
グ
一
つ
抱
え
て
一
人
で
防
衛
大
学
校
の
門
を
く

ぐ
っ
た
時
に
感
じ
た
不
安
な
気
持
ち
を
今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
一
緒

に
過
ご
し
た
同
期
の
存
在
で
す
。
と
も
に
困
難
を
克
服
す
る
こ
と
に

よ
り
得
ら
れ
た
同
期
と
の
絆
は
、
一
生
の
宝
と
な
り
ま
す
。
途
中
で

心

折

れ

る

こ
と
な

く
不

安

を

乗
り
越

え
て
く
だ
さ

い
。 

 

ま
た
、
国
家
、
国
民
を
守
る
と
い
う
気
概
を
持
っ
て
自
衛
官
と
し

て
の
道
を
選
ん
だ
皆
さ
ん
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
そ
の
可
能
性
を
開
花
さ
せ
、
自
ら
の
希
望
を
か
な
え
て
く
だ
さ

い
。 ご

家
族
の
皆
様
に
も
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
入
隊
・入
校

者
の
生
活
は
こ
れ
ま
で
の
ご
家
庭
で
の
生
活
と
大
き
く
異
な
り
ま

す
。
始
め
は
団
体
生
活
に
慣
れ
ず
、
時
間
に
追
わ
れ
る
生
活
に
戸
惑

う
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
入
隊
・入
校
者
の
背
中
を

や
さ
し
く
押
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
入
隊
・入
校
す
る
皆
さ
ん
の
今
後
の
活
躍

を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
部
隊
で
一
緒
に
勤
務
す
る
日
が
来
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

【本部から出発する入隊予定者】 

 

千
葉
地
方
協
力
本
部
は
、
令
和
４
年
３
月
１１

日
、
東
部
方
面
総
監 

 

森
下 

泰
臣 

陸
将
の
初
度
視
察
を
受
察
し
ま
し
た
。 

 

方
面
総
監
は
、
庁
内
巡
視
を
実
施
し
た
後
、
幹
部
職
員
の
挨
拶
と
隊

務
の
報
告
を
受
け
、
千
葉
協
力
本
部
員
に
対
し
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

訓
示
で
は
、
国
内
外
情
勢
や
東
部
方
面
総
監
統
率
方
針
で
あ
る
「強
靭

な
東
部
方
面
隊
の
創
造
」に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
自
ら
を
向
上
す

る
た
め
己
の
弱
い
心
に
打
ち
克
ち
、
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
の
重
要
性
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
各
業
務
の
要
望
と
し
て
、
募
集
業
務
は
「よ
り
多
く
、
よ
り
質

の
高
い
志
願
者
の
獲
得
」援
護
業
務
は
「新
規
企
業
の
開
拓
、
処
遇
の
改

善
を
図
る
等
、
部
隊
と
の
連
携
を
強
化
」予
備
自
衛
官
業
務
は
「予
備

自
衛
官
等
を
確
保
し
、
東
部
方
面
隊
の
予
備
勢
力
の
充
実
」を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

本
部
庁
舎
の
視
察
後
、
同
市
に
所
在
す
る
千
葉
募
集
案
内
所
を
視
察

さ
れ
、
広
報
官
と
懇
談
さ
れ
た
。
広
報
官
一
人
ひ
と
り
の
発
言
に
耳
を

傾
け
、
広
報
官
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
助
言
を

行
い
激
励
さ
れ
ま
し
た
。 

 

千
葉
地
方
協
力
本
部
は
、
東
部
方
面
総
監
の
視
察
激
励
を
受
け
、
令

和
４
年
度
の
各
種
目
標
を
達
成
す
べ
く
、
任
務
に
ま
い
進
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、
優
秀
地
本
を
目
指
し
、
本
部
及
び
事
務
所
が
一
丸
と

な
り
、
士
気
高
く
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。  

【本部庁舎正面にて記念撮影】 

【庁内巡視をされる方面総監】 

森下総監初度視察受け 



 

（２） 千葉地本だより 

人 

事 

往 

来 

 

第 ６ 号 

部 隊 等 歴 

平成１２年１月 第２１航空群 第１２３航空隊 

平成１３年３月 情報業務群 作戦情報支援隊 

平成１６年８月 第２１航空群 第１０１航空隊  

平成２１年３月 海上幕僚監部 総務部経理課 

平成２３年８月 第２２航空群 第２２航空隊 

平成２４年８月 第２２航空群 第２２２飛行隊長 

平成２６年６月 外務事務官（インド） 

平成２９年８月 統合幕僚監部 

防衛計画部防衛課防衛交流班長 

令和２年 ３月 第２１航空群 第２１航空隊司令 

令和３年１１月 海上幕僚監部 人事教育部補任課 

令和４年 ３月 現職 

統率方針  

自衛隊への理解の促進  

要望事項  

誠実  

第
３５

代
千
葉
地
方
協
力
本
部
長 

髙
橋
一
佐
が
着
任 

本部長略歴 

氏  名 髙橋秀典 （たかはし しゅうすけ） 

階  級 １等海佐  

生年月日 昭和４９年１月１８日（４８歳）  

学歴等 防大４０期（平成８年３月卒） 

（航空宇宙工学科） 

職  種 ヘリコプター操縦士 

 

大
山
１
佐
は
、
令
和
４
年
３
月
３０
日
付
で

第
２１
航
空
群
首
席
幕
僚
（館
山
）と
し
て
転

任
し
ま
し
た
。 

 

令
和
２
年
８
月
第
３４
代
千
葉
地
方
協
力
本
部
長
と
し
て
着
任
以
来
「分
を
守
り
、
分
を
尽
く
す
」

を
要
望
事
項
に
掲
げ
、
１
年
８
ヶ
月
本
部
長
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
離
任
行
事
で
は
部
員
に
惜
し
ま
れ

な
が
ら
見
送
ら
れ
、
千
葉
地
本
を
後
に
し
ま
し
た
。 

大
山
本
部
長
離
任 

【部員に見送られ帽振れ】 

【大山本部長と千葉３兄弟】 

 

令
和
４
年
４
月
２４
日
・
２５
日
の
間
、
第
３１
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊
が
即
応
予
備
自
衛
官
Ａ
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
に
は
、
一
般
公
募
予
備
自
衛
官
か
ら
即
応
予
備
自
衛
官
へ
任
用
さ

れ
た
、
「即
応
予
備
３
等
陸
曹 

大
塚
利
彦
」さ
ん
が
初
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練
の
様
子
と
、
訓
練

終
了
後
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

【一
般
公
募
予
備
自
衛
官
か
ら
即
応
予
備
自
衛
官
へ
の
任
用
に
つ
い
て
の
概
要
】 

 

自
衛
官
経
験
の
な
い
一
般
公
募
予
備
自
衛
官
の
う
ち
、
即
応
予
備
自
衛
官
へ
の
任
用
を
志
願

す
る
者
に
対
し
、
所
定
の
教
育
訓
練
を
行
い
、
基
本
特
技
を
修
得
し
た
者
を
即
応
予
備
自
衛
官

に
任
用 

千
葉
地
本
初
！ 

 

予
備
自
衛
官
補
か
ら
即
応
予
備
自
衛
官
が
誕
生 

【訓
練
終
了
後
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
】 

Ｑ
１
： 
訓
練
を
終
え
た
率
直
な
感
想
は
？ 

Ａ
１
： 

や
り
が
い
が
あ
っ
て
充
実
し
て
い
ま
し
た

。 

Ｑ
２
： 

隊
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う
で
し
た
か
？ 

Ａ
２
： 

皆
さ
ん
で
楽
し
く
訓
練
を
実
施
し
て
い
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
隊
員
の
皆
さ
ん
か
ら
大 

 
 

 
 

 
 

変
親
切
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

Ｑ
３
： 

特
に
感
じ
た
日
常
の
生
活
と
の
大
き
な
違
い
は
？ 

Ａ
３
： 

時
間
の
管
理
で
す
。
普
段
の
生
活
で
は
時
間
は
目
安
で
、
も
し
決
め
ら
れ
た
時
間
に
間 

 
 

 
 

に
合
わ
な
け
れ
ば
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
延
期
を
考
え
ま
す
。
自
衛
隊
は
時
間
厳
守
で
、
示 

 

 
 

 
 

さ
れ
た
時
間
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
ま
す
。 

Ｑ
４
： 

今
後
の
目
標
・抱
負
は
？ 

Ａ
４
： 

訓
練
し
た
こ
と
を
習
得
し
て
、
確
実
に
身
に
付
け
て
い
き
た
い
で
す
。 

Ｑ
５
： 

即
応
予
備
自
衛
官
へ
の
志
願
を
考
え
て
い
る
方
に
一
言
ア
ド
バ
イ
ス
を
！ 

Ａ
５
： 

３０
日
間
と
い
う
日
数
が
気
に
な
る
方
が
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
予
備
自
衛
官
の
５
日
間 

 

 
 

 
 

訓
練
に
比
べ
る
と
、
即
応
予
備
自
衛
官
は
１
回
の
訓
練
が
２
・
３
日
の
設
定
が
多
い
た
め
、 

 
 

 
 

仕
事
と
の
両
立
を
図
る
た
め
の
予
定
を
立
て
や
す
く
、
日
程
的
に
は
あ
ま
り
心
配
な
い 

 
 

 
 

と
思
い
ま
す
。
訓
練
し
た
こ
と
は
日
常
の
生
活
や
、
仕
事
で
の
業
務
で
役
に
立
つ
こ
と
も 

 
 

 
 

多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
私
の
場
合
、
会
社
の
方
々
に
仕
事
と
即
応
予
備
自
衛
官
を
両
立 

 
 

 
 

す
る
姿
を
認
め
て
い
た
だ
き
、
人
間
関
係
を
向
上
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

不
安
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
下
さ
い
！ 

  

▲真剣に訓練に取り組む大塚さん 

▲隊員相互に練度を向上 

▲雨の中のラックサック 

■
自
衛
官 

【転
出
】 

■
幹
部 

▼
第
２１

航
空
群
司
令
部
（本
部
長
） 

 

１
海
佐 

大
山
康
倫 

▼
総
務
課
▽
青
森
駐
業
（企
画
幹
部
） 

１
陸
尉 

丹
代
和
久 

■
准
・曹 

▼
総
務
課
▽
高
射
学
校
（補
給
係
長
）陸

曹
長
松
石
賢
一
▽
第
５
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル

連
隊
（総
務
・文
書
係
）２
陸
曹
牧
野
さ
く

ら ▼
船
橋
出
張
所
▽
下
総
航
空
警
備
隊
（広

報
官
）２
海
曹
佐
藤
賢
介 

▼
市
川
募
集
案
内
所
▽
補
給
本
部
（広
報

官
）１
海
曹
佐
藤
浩 

▼
柏
募
集
案
内
所
▽
第
１
１
７
教
育
大
隊

（広
報
官
）１
陸
曹
大
吉
学 

▼
茂
原
地
域
事
務
所
▽
第
２
高
射
特
科

群
（広
報
官
）１
陸
曹
高
野
信
之 

▼
成
田
地
域
事
務
所
▽
第
２
高
射
特
科

群
（広
報
官
）２
陸
曹
渡
邉
伸
弘 

▼
木
更
津
地
域
事
務
所
▽
第
４
補
給
処

（広
報
官
）１
空
曹
中
村
圭
児
▽
第
２
高

射
特
科
群
（広
報
官
）２
陸
曹
原
一
夫 

▼
援
護
課
▽
新
町
駐
業
（訓
練
係
長
）准

陸
尉
甲
斐
博
▽
高
射
学
校
（援
護
係
） 

１
陸
曹
奥
中
匡
弘 

 

【転
入
】 

■
幹
部 

▼
本
部
長
（海
上
幕
僚
監
部
）  

 
 

 
 

１
等
海
佐 

髙
橋
秀
典 

▼
総
務
課
▽
企
画
幹
部
（第
１０

特
科
連

隊
）１
陸
尉
中
山
雅
央 

■
准
・曹 

▼
総
務
課
▽
管
理
班
長
（需
品
学
校
）准

陸
尉
髙
嶋
真
爾
▽
文
書
・庶
務
係
長
（教

育
訓
練
研
究
本
部
）陸
曹
長
折
口
美
鈴
▽

管
理
係
長
（高
射
教
導
隊
）陸
曹
長
小
保

方
晴
彦
▽
給
与
旅
費
係
（関
東
処
用
賀
支

処
）矢
本
恵
理
子 

▼
募
集
課
▽
広
報
係
（航
空
幕
僚
監
部
）

空
曹
長
佐
藤
嘉
靖
▽
広
報
係
（航
空
補
給

処
）２
海
曹
宮
﨑
茂
治
▽
広
報
係
（第
２

高
射
特
科
群
）３
陸
曹
木
村
衣
津
美 

 

▼
船
橋
出
張
所
▽
広
報
官
（陸
上
総
隊

付
）２
陸
曹
山
内
章
棋 

▼
市
川
募
集
案
内
所
▽
広
報
官
（第
３
術

科
学
校
）１
海
曹
和
賀
明 

▼
柏
募
集
案
内
所
▽
広
報
官
（第
８
高
射

特
科
群
）３
陸
曹
秋
元
泰
治
▽
広
報
官

（第
３２

普
連
）３
陸
曹
笠
原
悠
矢
▽
広
報

官
（普
教
連
）３
陸
曹
柴
﨑
元
伸 

▼
木
更
津
地
域
事
務
所
▽
広
報
官
（第
１

術
科
学
校
）２
空
曹
米
田
崇 

▼
援
護
課
▽
即
自
係
長
（第
１
空
挺
団
）

陸
曹
長
和
泉
俊
史
▽
援
護
係
（高
射
教
導

隊
）２
陸
曹
平
山
裕
司 

 

■
事
務
官
等 

【転
出
】 

▼
総
務
課
▽
東
京
地
本
（会
計
班
長
）行

㈠
４
村
尾
武
雅
▽
東
方
総
監
部
（人
事
班

長
）行
㈠
３
世
利
愛 

▼
援
護
課
▽
防
衛
装
備
庁
（援
護
課
長
）

行
㈠
６
小
野
祐
樹
▽
東
方
総
監
部
（予
備

自
衛
官
室
長
）行
㈠
５
矢
野
靖
志 

 

【転
入
】 

▼
副
本
部
長
（自
衛
隊
中
央
病
院
） 

行
㈠
７
五
十
畑
秀
明 

▼
総
務
課
▽
会
計
班
長
（東
京
地
本
）行

㈠
４
亀
山
学
▽
人
事
班
長
（防
衛
医
科
大

学
校
）行
㈠
３
牧
野
邦
彦 

▼
援
護
課
▽
援
護
課
長
（大
臣
官
房
秘
書

課
）行
㈠
６
於
久
利
穂
▽
予
備
自
衛
官
室

長
（補
給
統
制
本
部
）行
㈠
４
中
澤
宏 

【定
年
退
官
】 

副
本
部
長 

行
㈠
７ 

久
末 

司 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（３
月
３１

日
付
） 

本
部
付 

 

准
陸
尉 

 

藤
川 

寿
之 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（４
月
１８

日
付
） 

本
部
付 

 

陸
曹
長 

垰
口 

晴
邦 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（６
月
２０

日
付
） 

本
部
付 

 

陸
曹
長 

三
澤 

伸
司 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（７
月
１
日
付
） 

３
月
・４
月
転
出
入
者
及
び
定
年
退
官
者 

 

転
出
・ご
退
官
の
皆
さ
ん
、
千
葉

地
本
勤
務
ご
苦
労
様
で
し
た
。
お
体

に
気
を
付
け
て
新
任
地
に
お
い
て
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

転
入
者
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
本
だ
よ
り
を
ご
覧
の
皆
様
、
日
ご
ろ 

は
千
葉
地
方
協
力
本
部
に
対
し
ま
し
て
多

大
な
る
ご
支
援
・ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
よ
り
地
本

だ
よ
り
の
編
集
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
１１

月
に
定
年
を 

迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
本
号
を
持
ち
ま
し 

て
最
後
の
編
集
担
当
に
な
り
ま
し
た
。 

 

読
み
づ
ら
い
点
や
誤
記
等
が
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
皆
様

方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

今
後
も
地
本
だ
よ
り
を
愛
読
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 

令
和
４
年
７
月 

 

編

集

後

記 

感
謝 

 

こ
の
度
、
６
月
１
日
か
ら
８
月
３１

日
ま
で
の
間
、
千
葉
募

集
案
内
所
で
臨
時
勤
務
す
る
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
。 

★ 

名 

前 

駒
﨑 

知
世
（こ
ま
ざ
き 

ち
せ
） 

★ 

出 

身 

千
葉
県
松
戸
市 

★ 

入
隊
年 

令
和
３
年
３
月
（第
１６

期
一
般
曹
候
補
生
） 

★ 

階 

級 

海
士
長 

★ 

所 

属 

海
上
自
衛
隊 

第
２
０
３
整
補
隊
（下
総
） 

 
 

 
 

 

普
段
は
Ｐ
ー
３
Ｃ
の
機
体
整
備
を
し
て
い
ま
す
。 

★ 

ひ
と
言 

☆ 

私
自
身
の
経
験
か
ら
、
特
に
入
隊
に
向
け
て
不
安
を 

感
じ
て
い
る
人
達
に
対

し
て
、
で
き
る
だ
け
不

安
を
除
け
る
よ
う
な

手
助
け
が
出
来
る
様

頑
張
り
ま
す
。 

 

短
い
期
間
で
は
あ
り

ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

臨
時
勤
務
者
紹
介 

就 職 援 護 功 労 

【方面総監（左）、嶌津理事長（右）】 

 

令
和
４
年
３
月
２６
日
（土
）、
朝
霞
駐
屯
地

で
行
わ
れ
た
令
和
３
年
度
東
部
方
面
総
監
感

謝
状
贈
呈
式
に
お
い
て
、
一
般
財
団
法
人
千

葉
県
農
業
会
館
は
、
「就
職
援
護
功
労
」に
よ

り
東
部
方
面
総
監
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。 

 

同
贈
呈
式
は
、
東
部
方
面
隊
に
協
力
し
そ

の
功
績
が
著
し
い
と
認
め
ら
れ
る
個
人
及
び

団
体
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に

そ
の
功
績
に
報
い
る
も
の
で
、
一
般
財
団
法

人
千
葉
県
農
業
会
館
は
、
長
年
に
わ
た
る
就

職
援
護
業
務
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。  

 

 

感
謝
状
贈
呈
式
終
了
後
、
東
部
方
面
音
楽

隊
に
よ
る
音
楽
演
奏
や
広
報
セ
ン
タ
ー
を
見

学
し
、
防
衛
省
・自
衛
隊
に
対
し
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
引
き
続
き
就
職
援

護
業
務
へ
の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。 


